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 課題価値のもつ概念的特徴の分析と近年の研究動向の概観1） 
 Recent review and conceptual analysis of the task value 
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基づいた評価を指すものとされる（Wigfield & Eccles, 2000）。
Figure 1　Ecclesらの提唱する期待―価値モデル
（Wigfield et al., 2017，鹿毛，2013を参考に作成）
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概念であり，特にポジティブな価値的側面として以下の 3つが提案されている（Eccles & Wigfield, 
2002）。
　1つ目は，興味価値（interest / intrinsic value）である。興味価値は，課題をすることの楽しさ・
面白さを指す概念であり，興味や内発的動機づけと概念的に類似している（Wigfield & Cambria, 
2010b）。2つ目は，獲得価値（attainment value）である。獲得価値は，当該の課題に取り組み，成
功することが望ましい自己像の獲得につながるという認知を指す概念であり，アイデンティティと
の深い関連が指摘される（e.g., Eccles, 2009）。3つ目は，利用価値（utility value）である。利用価値は，
狭義にはキャリア上の有用性を指す概念であるが，近年は利用価値をより広く捉え，日常生活の中









et al., 1983; Eccles & Wigfield, 1985）。Ecclesらが課題価値を提唱した最初期の論文（Eccles（Parsons）
et al., 1983; Eccles & Wigfield, 1985）では，コストは課題価値の構成要素そのものとしては扱われ
ていなかった。むしろ，性役割意識や過去の類似した課題に関する情動的経験とともに，課題価値
の認知に影響を及ぼす先行要因として記述されていた。しかし，その後の論文（e.g., Eccles, 1987; 
Wigfield & Eccles, 1992）では，興味価値や獲得価値，利用価値と並んで課題価値の構成要素とし




























よって期待と価値は一貫して正の相関関係がみられている（e.g., Jacobs, Lanza, Osgood, Eccles, & 

















として達成目標理論（achievement goal theory）と自己決定理論（self-determination theory），そして，























Hulleman, Schrager, Bodmann, & Harackiewicz, 2010b; 村山，2003b; 上淵，2003）。さらに，近年で
は Elliot, Murayama, & Pekrun（2011）によって，有能さの基準について自己基準（自身の過去の
能力を基準とする），課題基準（課題の達成の程度を基準とする），他者基準（他者と比較した際の
能力を基準とする）の 3つが設定され，これらの 3つの基準と接近―回避の軸を組み合わせた 3（自
己・課題・他者）×2（接近・回避）の階層構造モデルが提案されている。このように，達成目標理
論は現在も活発にモデルの実証と改定が進んでおり，多くの研究を生み出している（モデル改定の










6） 課題価値と達成目標，そして興味との関連について，実証研究を中心としたレビューと今後の展望はWigfield & 
Cambria（2010b）に詳しい。
7） Ecclesらのモデルにおいては，（達成）目標が課題価値あるいは成功への期待の先行要因として位置づけられて
いるものの（Figure 1），Dweck, C.S.や Nicholls, J.G.が中心となって理論化した達成目標理論における目標概念と
は意味するところが異なる点には注意が必要である。Ecclesらのモデルにおける達成目標とは，将来のキャリア
プランなどを指しており，学習もしくはその他の活動への行動基準として機能する概念とされる（Eccles（Parsons）













れた研究（e.g., Pintrich & De Groot, 1990; レビューとしてWigfield, Tonks, & Klauda, 2016）も行
われているものの，全体の特徴としては発達に伴う課題価値認知の変化に関する研究（e.g., Eccles 
& Wigfield, 1995; Wigfield et al., 2015）や文化差についての検討（e.g., Tonks, Wigfield, & Eccles, 
2018; Watt et al., 2012），そして，親や教師による課題価値の伝達に関する研究（e.g., Hulleman & 




ているものと考えられる。達成目標理論においても，目標構造の研究（e.g., Ames & Archer, 1988; 























しば類似性が指摘される（e.g., Eccles, 2005; 伊田，2012）。有機的統合理論では，従来の内発的動
機づけと外発的動機づけという二分法的な区別ではなく，動機づけを自己決定性，もしくは自律




































化差（Shechter, Durik, Miyamoto, & Harackiewicz, 2011）や個人差としての成功への期待（e.g., 
Canning & Harackiewicz, 2015; Durik, Shechter, Noh, Rozek, & Harackiewicz, 2015），または性差（e.g., 







































































く遂行について計画し，そして実行する（e.g., Pintrich & De Groot, 1990; Wolters & Pintrich, 1998; 




されている（Bong, 2001; Lauermann, Tsai, & Eccles, 2017; Meece, Wigfield, & Eccles, 1990; Musu-
Gillette, Wigfield, Harring, & Eccles, 2015）。例えば，Durik, Vida, & Eccles（2006）は，小学 4年
生時に測定した英語への課題価値認知が高校 1年生時の余暇の時間に費やす読書の時間やコース選
択，英語の能力が重要視される職業への志望度に関連することを示した。また，大規模なコホート

















Reschly, & Wylie, 2012）という現象と課題価値との関連を調べた研究も行われている。エンゲージ
メントとは，課題に対して心理的に没入している状態のことを指し，学習の質を規定する要因であ






















（e.g., レビューとして，Simpkins et al., 2015a; Wigfield, et al., 2015）。これらの調査研究では親と子
ども双方に調査を行い，親の信念や行動が子どもの課題価値の認知にどのような影響を及ぼすのか













て，Akcaoglu, Rosenberg, Ranellucci, & Schwarz, 2018; Canning, Harackiewicz, Priniski, Hecht, 
Tibbetts, & Hyde, 2018; Hulleman, Kosovich, & Barron, 2017; Rosenzweig et al., 2018; Rozek, 
Svoboda, Harackiewicz, Hulleman, & Hyde, 2017; レビューとして，Harackiewicz & Priniski, 2018; 







あり，さまざまな教科や活動に柔軟に組み込むことができるとされている（e.g., Hulleman, Godes, 








個人にとっては直接教授型の介入がそれぞれ効果的であることが示唆された（cf. Durik, Hulleman, 





ニケーションを媒介して子どもの動機づけを高める介入も行っている（e.g., Harackiewicz, Rozek, 







































努力コスト，機会コスト，心理コスト）弁別した。さらに，Gaspard, Wigfield, Jiang, Nagengast, 












ろう。Gaspard et al.（2015）は，計 11個の下位因子から課題価値概念を捉えようと試みているも
のの，一部の価値同士の相関は非常に高く，弁別の仕方としての妥当性に疑問が残る。特に，利用
価値は多様な切り口から細分化が可能であり，すでに先行研究ではさまざまな分け方で扱われてい
る（e.g., Brown, Smith, Thoman, Allen, & Muragishi, 2015; Canning & Harackiewicz, 2015; Gaspard 









る（e.g., Conley, 2012; Dietrich, Viljaranta, Moeller, & Kracke, 2017; Perez, Cromley, & Kaplan, 2014; 
10） Gaspard et al.（2018）では，因子分析の結果，努力コストと心理コストが弁別されなかったため 1つの因子とし
てまとめて扱っている。
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